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第３節　縄文時代における蛇紋岩製石斧について

　�　はじめに

　上水流遺跡の縄文時代前期の石斧については先述した

とおりである。これらを構成する石材については，表１

に示すが，この中で注目すべき石材としては蛇紋岩が挙

げられる。蛇紋岩は確認されている産地は極めて限られ

ており，上水流遺跡の曽畑式土器段階では石斧の内１３％

が蛇紋岩である点や，剥片が極めて少ないことが確認さ

れている。このことから，該期の交流の一端を示す資料

であると考え，縄文時代における県本土の蛇紋岩製磨製

石斧の出土遺跡を中心に以下に考察を加えたい。

　�　蛇紋岩とは

　蛇紋岩は，暗緑色から黄緑色の岩石で，蛇の皮の模様

に似ていることから名付けられた。地学的には蛇紋石を

主成分とする岩石を蛇紋岩という。蛇紋石はＭｇ（Ｓｉ２０５

（０Ｈ）４の化学組成を持つ鉱物族であることから蛇紋岩は

マグネシウムを大量に含んだ岩石であることが分かる。

また，クロムやニッケルを含んでいることが多い。この

うちニッケルは時として植物の生育に障害を与えたり，

マグネシウムは植物の水分吸収能力を低下させたりする

ことがあり，蛇紋岩地帯の植生は低い海抜高度でも高山

植物群を有するなど特異な植物群から成っていることが

多い。また，蛇紋岩の周辺部には，まわりの黒色片岩と

の間に成分の交換作用が働き滑石帯，絹雲母・緑泥石帯，

曹長石帯などの規則的な種々の変成鉱物の集合帯が形成

されることがある。本遺跡及び周辺遺跡でも，石鍋をは

じめ滑石製品が多数出土していることから，蛇紋岩の産

地同定と合わせ関連を探る必要性を感じる。

　�　蛇紋岩原産地及び蛇紋岩製石斧出土遺跡の分布

　これまで，県内において蛇紋岩を扱った論考は少な

かったが，石器原産地研究会において九州島内を対象と

して各県の動静がまとめられ，その中で星野一彦氏と國

師洋之氏によって，「蛇紋岩製の磨製石斧は，中期頃か

ら晩期まで点数は少ないものの出土」している現状が紹

介された。また，「薩摩半島北部の出土が多」いことも

指摘されている（星野・國師　２００５）。ただし，頻繁に

出土せず，また原産地も上述のとおり現在知られている

範囲では県内でも限られていることもあり，報告書等で

はたびたび注意が促されている。

　蛇紋岩の原産地においては県内では薩摩半島の川辺町

八瀬尾滝周辺，同じく薩摩半島南西部の野間半島の狭い

エリアにおいて分布が確認されているが，大隅半島周辺

での産地は知られていない。離島では徳之島町剥岳の麓

（三京へ通じる林道）でも採集できる。最近，さつま町

の鍋山周辺に滑石の分布が確認でき，蛇紋岩の分布も考

えられる。隣県では，臼杵・八代構造線のなかに産地が

確認されている。

　第１８２図は，筆者が知り得た「蛇紋岩製磨製石斧出土

遺跡分布図」である。この資料からも星野・國師の両氏

が指摘するように１つ目のエリアとして県北に出土遺跡

が比較的集中することがうかがえる。また，錦江湾周辺

を２つ目のエリアとしながら薩摩半島においては全域に

広がっているが，特に南薩に集中している。更に本遺跡

同様南薩の中山遺跡（南さつま市）からも蛇紋岩の剥片

が出土しており注目したい。一方で，大隅半島において

は中央部にやや集中区が見て取れるが，全体的に出土例

が少ない。遺跡数の少なさは否めないが，先に挙げた原

産地からの距離との関連性も考えられる。

【北薩・大坪遺跡】（後～晩期）　【中央部・加栗山遺跡】（早期）

【南薩・上水流遺跡】（前期）　　【大隅・神野牧遺跡】（前期）

　第１８３図は，「地域別の主な遺跡における磨製石斧利用

石材の割合」を示すグラフである。
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晩期後期中期前期早期草創期重量（�）幅厚比最大厚（�）最大幅（�）全長（�）器　種石　材所　　在遺　跡　名
●６１．７０２．８９１．８０５．２０６．１０磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●２３９．００２．０４２．４０４．９０１３．７０磨製石斧緑色片岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●（１．５０）７．００（０．４０）（２．８０）（１．５０）磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●３９．００２．９２１．２０３．５０６．１０磨製石斧蛇紋岩鹿児島市加栗山遺跡
●４４．５０２．２４１．７０３．８０６．８０石斧蛇紋岩日置市吹上窪見ノ上遺跡
●７００．００２．３９２．３０５．５０１２．７０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰尾ヶ原遺跡

●３３７．５０１．５７３．６０５．６５１３．３０磨製石斧蛇紋岩鹿屋市祓川神野牧遺跡
●８５．５０２．７７１．５０４．１６９．９０磨製石斧蛇紋岩南九州市川辺南田代遺跡
●１１７．９０４．３１１．３０５．６０９．８０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡３
●９５．１０２．５７１．４０３．６０１２．００磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡３
●４６４．００３．６１２．３０８．３０１６．５０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡３
●９８．１０２．７３１．６５４．５０９．０５磨製石斧蛇紋岩鹿屋市根木原松山田西遺跡
●（６．０４）３．５７（０．７０）（２．５０）（３．５５）磨製石斧蛇紋岩日置市伊集院西原遺跡
●１００．００３．２０１．５０４．８０９．１０磨製石斧蛇紋岩出水市中央出水貝塚
●８６．２０２．３３１．８０４．２０８．５０小型石斧蛇紋岩霧島市福山一本松遺跡
●１３１．３０３．２７１．５０４．９０８．９０大型石斧蛇紋岩霧島市福山一本松遺跡
●小型磨製石斧蛇紋岩出水市高尾野江内貝塚
●１１５．００２．２１１．９０４．２０８．９０磨製石斧蛇紋岩姶良郡姶良町中原遺跡
●１０７．０５２．８１１．８８５．２８８．７９ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●１０５．８９３．３７１．２９４．３５９．４７ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●（２７．３０）３．０９（１．１５）（３．５５）（５．１５）ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●７４．４５１．１７２．０６２．４１９．９８ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●７０．８７１．８８１．６１３．０３９．６５ノミ形磨製石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●５７．９６３．０２１．５１４．５６６．０２石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●７１０．００１．８２４．３３７．９０１２．５９石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●９０．９４２．０４１．９７４．０１８．４２石斧蛇紋岩鹿児島市西別府町山ノ中遺跡
●２４６．００２．０７２．９０６．００１０．５０磨製石斧蛇紋岩大口市下殿大牟田大牟田遺跡
●（１０．５０）８．５０（０．４０）（３．４０）（５．４０）磨製石斧蛇紋岩大口市下殿大牟田大牟田遺跡
●（２０．２０）０．２８１３．００３．７０（３．１０）磨製石斧蛇紋岩湧水町栗野山崎Ａ遺跡
●１９．９４１．１５１．３０１．５０（６．３０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡加治木町干迫遺跡
●２８．２５４．６７０．６０２．８０（６．２０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡加治木町干迫遺跡
●４０．５４１．１１１．７５１．９５（７．１０）石斧蛇紋岩薩摩川内市楠元遺跡
●９１．００２．６３１．６０４．２０９．５０局部磨製石斧蛇紋岩出水市野田野田畠遺跡
●２６４．００２．６５２．２７６．０２１２．９４磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●５４５．００１．５１４．０５６．１０１５．７０磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●６５．００２．７６１．５２４．２０１７．５７磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●４８．００６．３９０．７２４．６０８．２０磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●７０．００２．５９１．４６３．７８８．１０磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●３６．００２．４４１．２０２．９３６．０８磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●１９．００２．２０１．００２．２０５．２２磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●４５．００１．３４１．６０２．１４１１．５５磨製石斧蛇紋岩出水市大坪遺跡
●１３０．００２．６８１．９０５．１０９．００磨製石斧緑泥片岩出水市尾崎Ｂ遺跡
●３９０．００２．７４（２．７０）（７．４０）（１１．５０）磨製石斧蛇紋岩出水市尾崎Ｂ遺跡
●４１５．２６１．６２３．４０５．５０１６．００磨製石斧蛇紋岩鹿児島市喜入帖地遺跡（縄文編）
●（６０．００）１．７１（１．４０）（２．４０）（５．３０）磨製石斧蛇紋岩長島町二浦遺跡
●（５０．００）４．３３（１．５０）（６．５０）（４．１０）石斧蛇紋岩長島町二浦遺跡
●（１３８．００）２．６３（１．９０）（５．００）（９．９０）磨製石斧緑泥片岩大口市島巡遺跡
●２９７．５０１．９０３．１０５．９０１１．６０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰尾ヶ原遺跡
●５４６．００１．８６３．７０６．９０１４．７０磨製石斧緑閃片岩南さつま市金峰尾ヶ原遺跡
●６２．００２．００１．６０３．２０８．２０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰諏訪牟田遺跡
●３５０．００２．１４２．９０６．２０１２．７０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡１
●３５０．００１．９７２．９０５．７０１１．９０磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰上水流遺跡２
●６５．００２．８６１．４０４．００７．２０石斧蛇紋岩曽於市末吉塚ヶ段遺跡（Ⅱ）
●３４８．００２．６７２．４０６．４０１３．８０石斧蛇紋岩鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●（２４．８６）１．８３１．１５２．１０（５．９０）石斧緑泥岩鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●１７０．７６１．５９２．７０４．３０（９．００）石斧蛇紋岩鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●３４．４０２．５０１．２０３．００６．００磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●９６．１０２．１９１．６０３．５０１１．１０磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●（５９．６０）１．４３（２．８０）（４．００）（６．５０）磨製石斧蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●３５２．００１．５５３．８０５．９０１０．７０磨製石斧（未製品）蛇紋岩霧島市国分上野原上野原遺跡
●３．００１．５０４．５０９．００磨製石斧蛇紋岩枕崎市山内遺跡
●（５０．００）１．９５（２．１３）（４．１６）（４．５６）石斧蛇紋岩薩摩川内市霜月田遺跡
●８０．００２．７９１．４０３．９０（８．１０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡姶良町沖田岩戸遺跡
●４０．００（２．７５）１．６０（４．４０）（４．９０）磨製石斧蛇紋岩姶良郡姶良町沖田岩戸遺跡
●（４．３０）５．０９（０．５５）（２．８０）（２．０５）磨製石斧蛇紋岩南さつま市金峰下堀遺跡
●４．０３１．８０（１．００）（１．８０）（２．６０）小型磨製石斧緑泥片岩薩摩川内市東郷諏訪ヶ原遺跡
●３６０．００１．８５（３．９９）（７．３９）（１１．４９）石斧蛇紋岩曽於郡大崎町立山Ｂ遺跡
●２７１．００４．０６（１．８１）（７．３４）（６．５１）石斧蛇紋岩曽於郡大崎町立山Ｂ遺跡
●（１１９．００）２．０４（２．５０）（５．１０）（６．５０）磨製石斧蛇紋岩出水市高尾野道下段遺跡
●（２２．００）２．６９（１．２１）（３．２５）（４．９０）磨製石斧緑泥片岩指宿市新番所後Ⅱ遺跡
●（６０．００）（０．８８）３．２０（２．８０）（７．２０）磨製石斧蛇紋岩霧島市隼人石塚遺跡

１９．７０磨製石斧蛇紋岩霧島市溝辺石峰遺跡
（１４．５０）１．３０１．６０（４．４０）ノミ状石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
（４２．９０）１．３５１．８０（７．４５）ノミ状石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
６１．２０１．７０２．２５８．５２ノミ状石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
２８０．００２．８５４．６０１３．００磨製石斧蛇紋岩薩摩川内市麦之裏貝塚
３１０．００２．９０５．２０１３．４０石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚
２７６．００２．２０６．３０１４．７０磨製石斧蛇紋岩薩摩川内市東郷諏訪ヶ原遺跡
８８．８０１．４０４．７０９．６０石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
１１１．８０１．８０４．７０７．７０石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
２００．７０１．９５５．６０１４．０５磨製石斧蛇紋岩南さつま市栫ノ原遺跡・第３分冊

２．１０６．１０１３．１０打製石斧蛇紋岩鹿児島市大龍遺跡
１２０．００１．４０５．８０７．５０磨製石斧蛇紋岩鹿屋市吾平中尾遺跡
５１．９６１．０８３．２０８．７５磨製石斧蛇紋岩鹿屋市大浦中ノ丸遺跡
（６２．７１）（１．５０）（６．６０）（４．３０）磨製石斧蛇紋岩日置市東市来町向栫城跡
（３２０．００）（３．３０）（５．５５）（１０．５０）磨製石斧蛇紋岩出水市柿内遺跡
３２．００１．２０４．９５（５．００）磨製石斧蛇紋岩日置市吹上吹上小中原遺跡
１３４．００（１．８８）（５．２６）（９．２６）磨製石斧蛇紋岩霧島市福山城ヶ尾遺跡
（１２０．４０）２．１５６．８５（６．３５）石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
（３０５．３０）２．７５６．９５（８．０５）石斧蛇紋岩鹿児島市原田久保遺跡
１５０．６０（２．７５）（７．５０）（８．１０）磨製石斧蛇紋岩南さつま市中山遺跡
（１．９０）（０．４５）（１．４５）（２．３０）磨製石斧蛇紋岩南さつま市中山遺跡
（２．４０）（０．６０）（１．５０）（２．７０）磨製石斧蛇紋岩南さつま市中山遺跡
（９７．１０）（２．７０）（３．９０）（８．２０）石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚
（２５５．００）（３．１０）（６．００）（９．６０）石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚
（１９０．００）（２．９０）（４．９０）（１０．２０）石斧蛇紋岩垂水市柊原柊原貝塚

●０．６５０．５００．８００．８５管玉翡翠鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡
●２．２０１．１０１．００１．８０管玉翡翠鹿屋市飯盛ヶ岡遺跡

１８．９００．４０１０．９０２．７０ 状耳飾蛇紋岩いちき串木野市市来市ノ原（第１地点）遺跡
８４．１０２．５０３．６０６．８０用途不明石器蛇紋岩いちき串木野市市来市ノ原（第１地点）遺跡

●９．６０１．３０２．００３．５０大珠蛇紋岩鹿児島市武Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡
（２．５０）０．３０２．００（３．５０）垂飾蛇紋岩日置市東市来町市ノ原（第５地点）遺跡

●１０．０００．５０８．５０３．６０ 状耳飾蛇紋岩南さつま市金峰大門口遺跡
●７．２３０．２０２．６０５．６０胸飾り蛇紋岩鹿児島市喜入町帖地遺跡（縄文編）

●４．５４０．４０２．６０２．４０石製加工品蛇紋岩枕崎市鞍谷遺跡
●５．１００．８０１．６０２．４０石製加工品蛇紋岩枕崎市鞍谷遺跡
●５．３００．６０２．００２．９０石製加工品蛇紋岩枕崎市鞍谷遺跡

●２６０．００（１．６０）（８．４０）（１２．５０）緑泥片岩蛇紋岩南さつま市上加世田遺跡（１）
●（４８．４１）（１．５０）（４．９０）（４．８０）磨製石斧輝緑岩いちき串木野市市来川上（市来）貝塚２

●（０．７０）（４．９０） 状耳飾蛇紋岩南さつま市金峰阿多貝塚
●２．５００．４０１．７０２．４０勾玉蛇紋岩曽於市末吉塚ヶ段遺跡（Ⅱ）
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　また，蛇紋岩製の石斧においては，産地から離れるに

従い小型化していく傾向にあるという指摘もある。そこ

で，県内原産地に隣接する南薩と遠距離にある大隅出土

の完形資料の大小を比較することにした。第１８４図では，

両地域の重量を対比し，第１８５図は，長幅比（全長／最

大幅）を示す。両図から，やや大隅出土のものが南薩出

土のものに比べ小振りな感を受ける。しかし，資料数が

結論を導き出すほど十分ではなく，蛇紋岩については，

他の石材以上に科学分析による産地同定が困難であるこ

とから，今後より一層の資料の蓄積と一点一点の実見に

よる分類とが要求される。

　�　各時期の出土状況

　表１１は，蛇紋岩及び緑色の石材を用いた磨製石斧及び

垂飾品等の出土遺跡一覧である。時期区分が明確にでき

ない遺跡や資料もあるが，現在のところ県内遺跡では草

創期における蛇紋岩製磨製石斧の出土は確認されていな

い。

　早期に入ると加栗山遺跡（鹿児島市）から２点，窪見

ノ上遺跡・尾ヶ原遺跡（南さつま市）から各１点ずつ出

土している。しかも前平式土器との共伴もあり，早期前

葉を示す資料も出土していることは注目に値する。また，

上野原遺跡（霧島市国分）からは平栫式土器に伴う早期

後葉を示す資料が３点出土している。

　前期から中期にかけては時期区分が困難な遺跡が多く

出土例も少ないが，本報告の上水流遺跡（南さつま市）

から３点，神野牧遺跡（鹿屋市），南田代遺跡（南九州

市）からそれぞれ１点出土している。

　後期に入ると，山ノ中遺跡（鹿児島市），大牟田遺跡

（伊佐市），干迫遺跡（姶良郡加治木町）等から複数点

ずつ出土し，中原遺跡（姶良郡姶良町），山崎Ａ遺跡

（湧水町），楠元遺跡（薩摩川内市）からもそれぞれ１

点ずつ出土している。この時期には，出土遺跡数が増加

すると共に，一つの遺跡からまとまった数で出土する傾

向も見られる。

　晩期でも，尾ヶ原遺跡，上水流遺跡（南さつま市），

沖田岩戸遺跡（出水市），立山Ｂ遺跡（大崎町）からそ

れぞれ２点，飯盛ヶ岡遺跡（鹿屋市）から３点，上野原

遺跡（霧島市国分）から４点と後期と同様に一遺跡内か

ら複数点出土の傾向が見られる。

　総括すると，後期から晩期にかけては出土量が著しく

増加していることが分かり，従来からの指摘を本県でも

追認できる結果が得られた。一方で，草創期には出土例

がなく，早期前葉段階から晩期まで切れ目なく継続的に

出土していることも指摘できる。

　�　各時期の形状

　第１８６～１８９図は，各時期の蛇紋岩と主な他石材製磨製

石斧の完形資料に限り，それぞれが有する属性を比較し

たものである。第１８６図は，他石材製の「磨製石斧長幅

比（全長／最大幅）」を示したものであるが，これを見

ると，全長２．５～１２�で幅１．５～４．５�，全長８．５～１８�で

幅４．５～６�，全長１０～２０�で幅６～９�程の小・中・

大型に分類できるようである。更に，各時期ごとに見る

とやはり，一定のサイズのグループ化を見せながらも，

ほぼ同一の傾きをもった直線（軸）上に規則的に並ぶ傾

向にあることも分かる。これは，目的や用途等に応じて

大きさは変えながらも形状としては，装着や握りなどの

観点から利便性を求め，一定の形状を維持しようとした

からではないだろうか。

　第１８７図により蛇紋岩製に絞って見てみると早期では，

傾きおよそ「３．３」を軸に，全長６～８�程で幅３～４

�程，全長１２～１４�程で幅４～６�程の２グループに大

別できる。

　前・中期ではおよそ「１．８５」を軸に，全長８～１４�程

で幅３～６�程，全長１４�以上で幅も８�を超えるもの

の２グループに分類できる。

　後期では，およそ「１．４５」を軸に，全長５�～１２�程

で幅３～６�程，全長８�～１２�程で幅２～４�程，全

長１２�以上で幅も７�を超えるものの３グループに分け

られる。

　晩期では，およそ「２．１」を軸に，全長６～１２�程で

幅３～５�程，全長１０～１５�程で幅５～７�程の２グ

ループに分類できる。

　早期から前・中期，後期へと進むにつれ，傾きが次第

に小さくなることから，縦長タイプから横幅の張ったも

のへと移行していくことが分かる。そして，晩期に入る

とまた，やや縦長に落ち着くことが分かる。これは，他

石材の磨製石斧の形状と一致する。

　第１８８図は，他石材製の磨製石斧の「幅厚比（最大幅
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／最大厚）と重量の関係」を示したものである。この図

から大きく次の３つのサイズに分類できる。それぞれ，

小型（重量１００�程を中心とし幅厚比１．０～６．０程度），中

型（重量４００�程を中心とし幅厚比１．５～４．０程度），大型

（重量８００�程を中心とし幅厚比１．５～２．５程度）である。

また，サイズが大型化するにしたがい反比例するように

幅厚比が小さくなり，比幅も狭まっていく傾向にある。

大型化にともない形状の画一化の傾向がうかがえ，出土

数も少なくなっていくようである。これを時期ごとに概

観すると，どの時期も同様に小・中型主流で，際立った

差違は見受けられない。

　第１８９図の「蛇紋岩製磨製石斧の長幅比と重量の関

係」からは，より一層明確に３つのサイズに分類され，

基本的には他石材と一致することが分かる。

　�　まとめ

　これまで，県内の蛇紋岩製磨製石斧を見てきて，おぼ

ろげながら次のようなアウトラインが浮かんできた。

①　縄文時代早期から晩期まで継続的に出土し，後期か

ら晩期にかけて出土量・遺跡数が増える。

②　分布は錦江湾周辺を中心としながら北薩・南薩に集

中する傾向にある。大隅の出土例は少ない。

③　県内原産地に比較的近い南薩と遠い大隅の完形品を

比較すると南薩の方がやや大型の傾向がある。

④　蛇紋岩剥片の出土が南薩の遺跡に見られる。

⑤　形状は他石材製のものとほぼ一致し，時期ごとの差

違は見受けられない。サイズは小・中型のものが主流

である。

　以上，稚拙ながら県内蛇紋岩製磨製石斧出土遺跡を概

観し感じたことを列記してきた。その中で，改めて今後

の課題や方向性が見えてきた。蛇紋岩剥片や石斧未製品

の分布に留意し原産地や石器製作過程等について考察を

深めることもその一つである。また，使用痕や裂痕等に

目を向け用途を追究することも必要である。何よりも各

遺跡や出土品一点一点のより細かな観察・実見が重要で

あることは言うまでもない。

（佐藤義明）

第４節　中・近世の上水流遺跡について

　ここでは，昨年度刊行の『上水流遺跡２』で報告する

ことができなかった中・近世の包含層出土遺物について

報告する。上水流遺跡の当該時期について遺跡の概略を

述べ中・近世全体の総括に変えたい。なお，昨年度刊行
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